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調布市地域公共交通計画策定に向けた
令和5年度の取組について

令和5年11月14日（火）
調布市 都市整備部 交通対策課

令和5年度 第3回調布市公共交通活性化協議会 資料
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調布市地域公共交通計画について

• 調布市では、目指すべき将来像や将来都市像等の実現に向けて、今後実施すべ
き交通施策の基本⽅針を⽰した「調布市総合交通計画」を令和5年3月に改定。

• 「調布市総合交通計画」を踏まえ、地域にとって望ましい地域旅客運送サー
ビスの姿を明らかにし施策を具体化するため、地域公共交通計画を策定する。

◎地域公共交通計画とは
• 「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにするマスタープラン。
• 地⽅公共団体が地域の移動に関する関係者協議会を開催しつつ、交通事業者や住⺠などの地域の
関係者と協議を重ねることで作成。

• 従来のバスやタクシーといった既存の公共交通サービスを活用した上で、必要に応じて地域の多
様な輸送資源についても活用する取組を盛り込み、持続可能な地域旅客運送サービスの提供を確
保。

▲地域旅客運送サービスのイメージ 出典︓地域公共交通計画等の作成と運用の⼿引き
（令和5年 国⼟交通省）
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調布市地域公共交通計画について

• 令和5年度は、総合交通計画等を踏まえ、更に地域別に現状を把握するため、
公共交通に対するニーズの把握、地域公共交通の問題点・課題点を整理し、
基本的⽅針と目標の検討、事業計画の検討を実施。

• 令和6年度は、これらを元に素案をまとめ、地域との意⾒交換やパブリック
コメント等を⾏った上で策定する。

令和5年度

・市内の現況等の整理
・公共交通に対するニーズの把握
・地域公共交通の問題点・課題点の整理
・地域公共交通に係る基本⽅針と目標の検討
・目標を達成するために⾏う具体的な事業計画の検討
・オープンハウスの実施

令和6年度
・地区別意⾒交換会の開催
・調布市地域公共交通計画（素案）の取りまとめ
・パブリックコメントの実施
・調布市地域公共交通計画の策定

▲調布市地域公共交通計画策定スケジュール（案）
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⇒今回の協議会で取組内容を説明



調布市地域公共交通計画について
（上位関連計画や社会要請）
• 上位関連計画から「まちづくりと連携」、「安全・安心・快適」、「持続可能」といった観点を考慮し

た交通体系の構築が求められる。
• 近年の変化が著しい時代の社会要請としては、「SDGｓへの対応」、「ポストコロナへの対応」、「バ

リアフリー計画との整合」、「ゼロカーボンシティの実現」を目指した交通環境を整備することが必要。

▲上位関連計画からの観点の整理結果

調布市総合交通計画 改定版

・立地適正化計画
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公共交通に対するニーズの把握︓目的

• 公共交通が利用しにくい地域への対応や⾼齢者の社会参加の促進などをはじめとして、
様々な年代層の⽣活における交通利便性の向上を目的とし、以下の⽅法により
公共交通に対するニーズや様々な意⾒を把握する。
① 市⺠アンケート調査によりニーズを把握、広く意⾒を聴取
② 意⾒聴取会等により地域が抱える課題を把握
③ 公共交通事業者ヒアリングにより、運⾏事業者としての課題やアイデアを把握・共有

▲市内のバスネットワーク ▲公共交通が利用しにくい地区
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入間町

︓意⾒聴取会予定地域

基盤地図情報（国⼟地理院）より作成 調布市公共交通ネットワーク整備の⽅向性（平成28年3月）に一部加筆
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公共交通に対するニーズの把握︓①市⺠アンケート調査

• 市⺠の公共交通へのニーズの把握等のため、市⺠アンケート調査を実施。

調査⽅法 アンケート調査票を郵送配布、郵送回収

調査対象
16歳以上の調布市⺠6,000人
※東京都市圏パーソントリップ調査の小ゾーン別に、

年齢層別人⼝構成⽐に応じ無作為に抽出

調査期間 令和5年12月中旬〜令和6年1月上旬（予定）

調査内容

①個人属性（性別、年齢、職業、居住地域、外出能⼒、運転免許の有無）
②目的別の外出について（通勤・通学、買物、通院、その他）
（頻度、⾏先、⼿段、所要時間、満⾜度）
③⾃動⾞等（バイク等）の利用状況について
④調布市内の公共交通の満⾜度・重要度
⑤デマンド型交通について
⑥公共交通の役割について、その他⾃由意⾒

▲市⺠アンケート調査の概要（案）
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公共交通に対するニーズの把握︓①市⺠アンケート調査

• 市⺠アンケート調査の地域割りは、東京都市圏パーソントリップ調査における小ゾーンに
連動して実施予定。今後の東京都市圏パーソントリップ調査結果が活用できるように設計。
※平成30年の東京都市圏パーソントリップ調査以降、新型コロナウィルス感染症拡大に伴う

テレワークの普及等をはじめとして⽣活様式に変化が⽣じているため、同調査と一部重複する
項目についてもアンケートを実施。

▲小ゾーン別代表交通⼿段分担率（乗降計）

鉄道 バス ⾃動⾞ ⾃転⾞・バイク 徒歩

▲パーソントリップ調査小ゾーン図
（ゾーン名称は便宜上のもの）

平成30年東京都市圏パーソントリップ調査に基づき作成

平成30年東京都市圏パーソントリップ調査に基づき作成
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公共交通に対するニーズの把握︓②意⾒聴取会・オープンハウス

• 意⾒聴取会・オープンハウスにより、公共交通の意⾒収集、情報提供を実施。

*具体的な会場は現在選定中
タイトル 説明・展示内容 意⾒聴取会 オープン

ハウス
地域公共交通計画
とは

地域公共交通計画について
これまでの検討経緯について ○ ○

調布市の公共交通 調布市の公共交通網について
市内を運⾏する公共交通について ○ ○

調布市の公共交通の
現状・問題点

これまでに整理した結果を中心に
4枚程度 ○ ○

令和5年度の取組
市⺠アンケート実施のお知らせ ○
市⺠アンケート、意⾒聴取会、公共
交通事業者ヒアリングの結果（速報） ○

北部地域公共交通の
実証実験について

背景・これまでの取組状況
最新の検討状況 ○ ○

今後の取組など 地域公共交通計画策定の⽅針 ○

開催⽅法 内容
意⾒聴取会

（12月前後）
地域福祉センターなどの地域の拠点*において公共交通について意⾒聴取を実施。
参加者は地域住⺠が中心で、地域に密着したアプローチが可能。個別地域の細やかな課
題を把握する。

オープンハウス
（2・3月頃）

人通りの多い場所*でパネル等を用い地域公共交通の考え⽅について情報提供を実施。
地域住⺠や来訪者など、幅広い対象にアプローチが可能。多くの⽅へ情報提供を⾏うと
ともに、公共交通全般の課題を把握する。

▲意⾒聴取会・オープンハウスにおける説明・展⽰内容（案）

▲オープンハウスの実施イメージ
（令和5年度調布駅前広場
オープンハウスの様子）
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公共交通に対するニーズの把握︓③公共交通事業者ヒアリング

• 公共交通の利便性や安全確保など運⾏実態に関する問題点の抽出、運⾏改善に係
る事業者アイデアを把握するため、交通事業者を対象にヒアリング調査を実施。

• ヒアリングシートを用いて、対面または書面で回答をいただく予定*。
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▲公共交通事業者ヒアリングシート（案）

現状・取組状況 取組予定・改善に係るアイデア

公共交通の利便性について
（利用者特性やニーズ、満⾜度、
バス便数、タクシー台数など）

公共交通の安全性について
（道路の状況(通れるところ・通
れないところ)、交通状況（渋滞、
危険運転など）、バス待ち環境な
ど）

公共交通の持続可能性について
（運転⼿不⾜の状況、⾞両保有台
数、収益性など）

*具体的な事業者、時期など検討中



調布市地域公共交通計画の策定スケジュール（案）
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市内の現況等の整理

公共交通に対するニーズの把握

地域公共交通の問題点・課題点の整理

地域公共交通に係る基本⽅針と目標の検討

目標を達成するために⾏う具体的な事業計画の検討

オープンハウスの実施

調布市地域公共交通計画（素案）の取りまとめ

地区別意⾒交換会の開催

パブリックコメントの実施

地域公共交通計画の策定

調布市公共交通活性化協議会

4〜6⽉ 7〜9⽉ 10〜12⽉ 1〜3⽉
令和5年度 令和6年度

①市⺠アンケート調査
②意⾒聴取会
③公共交通事業者ヒアリング

4〜6⽉ 7〜9⽉ 10〜12⽉ 1〜3⽉
備考


